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副会長 平井安久
始まったばかりの新学習指導要領.特に中学校では,いわゆる統計領域が久しぶりに戻
ってきた.しかし,｢1年生でヒストグラム,3年生で母集団と標本を学習する｣のように
紹介されただけでは,かつての統計領域の単なる復活に聞こえてしまうだろう.
文科省は ｢単なる復活ではない｣と強調する.解説番にも ｢ヒス トグラムを作ったり代
表値を求めたりすることだけが学習の目標にならないようにする.(1年生)｣のような文
言が加えられている. 何が従来と違うと考えるべきなのだろうか.
渡辺美智子氏 (東洋大学)は統計学の専門家の立場から先進国の統計教育の流れを概観
し,わが国の統計教育に必要なものとして科学的探究力,問題解決力,エビデンスに基づ
く意思決定力の育成の必要性を説いている.さらに,｢新学習指導要領で算数 ･数学科にお
ける統計教育の充実が図られたが,国際的には 20年の遅れがある｣とも指摘する(｢科学
教育研究｣2011年).
では,最前線の学校現場の様子はどうであろうか.ベテランクラスに入る中学校教師か
らもネガティブな意見をちょくちょく耳にする.｢統計はどうせ入学試験には出ない｣,｢統
計は余った時間に充てている｣等々である.諸事情や経緯があってのことではあろうが,
淋しい話である.もちろん,これとは逆に,新たに教材研究にエネルギーを注ぐ活発な先
生たちの実践も明らかに増えつつあり,時代の動きを感じさせてくれる,
大切なことは,問題解決や意思決定等の力をつけるという大きな目標が含まれているこ
とであろう.現実のデータを前にして,あるいは,改善すべき状況についての情報を前に
して等の場面で,さあどうすべきかと考えていく姿勢を養うことが重要である.このよう
な視点に立って考えるなら,これまでは一次関数の応用問題としか思っていなかった問題
場面も関係ある話題に見えてくるだろうし,忘れかけている総合的学習の話題の中にも十
分役に立つネタがころがっているかもしれない.資料の活用領域は,教科番の単元内だけ
での話ではなく,他の単元内容にまで (ひょっとしたら他教科にまで)乗り出していると
いうイメージを持つ方がよいと思う.
もちろん,そのような意識に立って教材作成を試みた場合でも,容易でない点もある.
話題自体はおもしろそうでも,そのための数値データの収集が容易でない (あるいは不可
能だ)とか,あれこれと準備するのに手間がかかって仕方がない.あるいは,分析の手法
をたくさん知らない等々.しかし,GAISE レポー ト(統計教育の評価と指導のガイ ドライ
ン,米国統計学会2010年)でも,多くの手法の知識を集めることでなく主たる概念を理解す
ることを教師に求めている.教える側の者が"大目標"を忘れないことが大切である.
われわれの教育という仕事は10年先20年先を見て人間を育てることを目標としている
はずである.目先の都合や事情に振り回されることなく,資料のrLT用でのものの見方の姿
勢を生徒に伝えることができればと思う.
